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私
は
こ
の
書
物
を
大
正
十
四
年
の
一
月
に
訳
了
し
、
同
年
四
月
に
出
版
し

た
。
爾
来
、
二
度
形
を
変
へ
て
世
に
送
つ
た
が
、
既
刊
の
分
は
何
れ
も
絶
版

に
な
つ
て
ゐ
る
の
で
、
今
ま
た
白
水
社
の
需
に
応
じ
て
、
四
度
目
の
勤
め
を

さ
せ
る
こ
と
に
し
た
。

　
こ
の
機
会
に
、
出
来
る
だ
け
手
を
入
れ
る
つ
も
り
で
原
書
と
も
く
ら
べ
て

み
た
が
、
思
ひ
が
け
な
い
誤
訳
も
い
く
つ
か
発
見
し
た
し
、
今
日
ま
で
に
得

た
原
作
者
に
関
す
る
知
識
で
文
体
な
ど
も
多
少
改
め
る
必
要
を
感
じ
た
。
要

す
る
に
、
翻
訳
と
い
ふ
仕
事
は
、
手
を
か
け
れ
ば
か
け
る
だ
け
安
心
で
き
る

仕
事
で
、
そ
の
点
、
乏
し
い
才
能
を
鞭
撻
し
て
鞭
撻
し
甲
斐
の
あ
る
、
凡
そ

唯
一
の
文
学
的
作
業
で
あ
る
や
う
に
思
ふ
。
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最
近
、
同
じ
作
者
の
「
に
ん
じ
ん
」
が
い
ろ
い
ろ
な
事
情
に
恵
ま
れ
て
短

期
間
に
不
思
議
な
く
ら
ゐ
版
を
重
ね
た
の
で
あ
る
が
、
訳
者
は
勿
論
、
こ
の

「
葡
萄
畑
」
が
、
「
に
ん
じ
ん
」
の
如
く
一
般
の
口
に
合
ふ
と
は
思
つ
て
を

ら
ぬ
。
た
ゞ
、
「
に
ん
じ
ん
」
に
よ
つ
て
作
者
ル
ナ
ア
ル
の
一
面
を
識
つ
た

読
者
に
、
更
め
て
「
葡
萄
畑
」
の
一
面
を
紹
介
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
類

ひ
稀
な
芸
術
家
の
風
貌
を
や
ゝ
全
面
的
に
伝
へ
る
こ
と
が
で
き
た
ら
、
訳
者

の
望
は
足
り
る
の
で
あ
る
。

「
に
ん
じ
ん
」
が
、
彼
の
少
年
時
代
を
苦
き
回
顧
の
情
を
以
て
綴
つ
た
も
の

と
す
れ
ば
、
「
葡
萄
畑
」
は
、
よ
り
ス
ト
イ
ツ
ク
な
心
境
を
透
し
て
、
人
生

と
自
然
と
に
慎
ま
し
い
微
笑
を
送
つ
て
ゐ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
浪
漫
的
ユ
モ
リ
ス
ム
か
ら
古
典
的
自
然
主
義
へ
の
進
展
は
、
彼
に
取
つ
て
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は
一
つ
の
飛
躍
で
あ
り
、
転
向
で
あ
る
と
さ
へ
思
は
れ
る
の
で
あ
つ
て
、
小

説
「
に
ん
じ
ん
」
に
含
ま
れ
る
「
俗
情
」
の
意
識
的
暴
露
は
、
ル
ナ
ア
ル
の

一
生
を
通
じ
て
、
悲
劇
的
な
執
拗
さ
を
示
し
て
ゐ
る
に
も
せ
よ
、
読
者
を
反

撥
せ
し
め
る
も
の
が
次
第
に
な
く
な
つ
て
来
た
。

「
葡
萄
畑
」
に
於
て
、
特
に
わ
れ
わ
れ
を
愉
し
ま
せ
る
も
の
は
、
彼
自
ら
、

「 

幻  

象 

イ
メ
ー
ジ

の
猟
人
」
と
呼
ぶ
に
応
し
い
観
察
の
記
録
で
あ
る
。

　
彼
が
好
ん
で
つ
か
ふ
比
喩
の
形
式
を
、
思
想
の
貧
し
さ
と
し
て
嗤
ふ
も
の

も
あ
る
が
、
比
喩
は
、
彼
の
場
合
、
単
な
る
比
喩
で
は
な
く
し
て
、
生
命
の

瞬
時
の
相
す
が
たで
あ
る
。
彼
は
日
記
に
も
そ
の
こ
と
を
記
し
て
ゐ
る
が
、
人
は
あ

る
時
は
そ
れ
に
気
づ
か
ず
、
あ
る
と
き
は
ふ
と
、
そ
れ
に
気
づ
く
こ
と
が
あ

る
。
時
と
場
所
と
を
か
へ
て
彼
の
作
品
を
読
む
が
よ
い
。
嘗
て
は
さ
ほ
ど
印
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象
の
鮮
か
で
な
か
つ
た
個
所
が
、
突
然
、
い
き
い
き
と
わ
れ
ら
の
眼
前
を
よ

ぎ
る
で
あ
ら
う
。
彼
は
恒
に
か
く
あ
る
姿
を
描
か
う
と
し
な
い
。
ま
た
、
何

人
も
、
か
く
感
じ
得
る
状
態
を
捉
へ
よ
う
と
し
な
い
。
そ
の
代
り
、
人
間
な

ら
誰
で
も
、
ふ
と
し
た
機
み
に
、
あ
る
限
ら
れ
た
条
件
で
、
そ
の
も
の
を
観
、

聞
き
、
触
れ
る
場
合
に
は
、
必
ず
さ
う
感
じ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
一
つ
の
姿
を
、

驚
嘆
す
べ
き
正
確
さ
を
以
て
言
葉
に
写
す
技
を
心
得
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

「
卑
小
さ
の
偉
大
さ
」
と
い
ふ
評
言
は
、
謂
は
ゞ
、
俗
眼
に
映
ず
る
非
凡
な

風
景
を
指
す
の
で
あ
ら
う
。

　
か
う
い
ふ
特
質
は
、
文
学
の
あ
ら
ゆ
る
特
質
の
う
ち
で
、
最
も
翻
訳
に
適

せ
ぬ
も
の
と
信
じ
る
が
、
こ
の
冒
涜
は
、
私
の
ル
ナ
ア
ル
に
対
す
る
無
上
の

愛
に
よ
つ
て
償
ひ
た
い
と
希
つ
て
ゐ
る
。
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「
葡
萄
畑
」
は
、
一
八
九
四
年
（
明
治
二
十
八
年
）
著
者
三
十
歳
の
時
の
出

版
に
か
ゝ
る
。
「
に
ん
じ
ん
」
も
同
年
の
出
版
で
あ
る
が
、
そ
れ
よ
り
も
少

し
遅
れ
て
出
た
。

　
ル
ナ
ア
ル
に
つ
い
て
は
、
言
ひ
た
い
こ
と
、
言
は
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
が
私

に
は
い
く
ら
で
も
あ
る
や
う
な
気
が
す
る
が
、
そ
れ
を
纏
め
て
発
表
す
る
機

会
も
あ
る
と
思
ふ
か
ら
、
こ
ゝ
で
は
、
参
考
の
た
め
に
、
簡
単
な
年
譜
を
記

し
て
お
く
に
止
め
よ
う
。

　
一
八
六
四
年
二
月
二
十
二
日
。
仏
国
ニ
ヴ
ェ
エ
ル
県
シ
ヤ
ア
ロ
ン
に
生
る
。

　
　
　
一
八
六
六
年
（
？
）
。
シ
ト
リ
イ
に
移
住
す
。

　
一
八
七
四
年
（
？
）
。
ニ
ヴ
ェ
エ
ル
の
サ
ン
・
ル
イ
寮
に
入
寮
、
こ
ゝ
よ
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り
小
学
校
に
通
ふ
。
年
三
回
、
兄
の
モ
オ
リ
ス
と
共
に
帰
省
す
。
（

　
　
「
に
ん
じ
ん
」
の
う
ち
に
描
か
れ
て
ゐ
る
生
活
は
、
こ
の
期
間
の
生
活

　
　
で
あ
る
）

　
一
八
八
一
年
。
巴
里
に
出
で
、
下
宿
よ
り
シ
ヤ
ル
ル
マ
ア
ニ
ュ
高
等
学
校

　
　
文
科
に
通
学
す
。
高
等
師
範
学
校
の
受
験
を
断
念
す
。

　
一
八
八
三
年
。
高
等
学
校
卒
業
。
「
ゴ
オ
ロ
ア
」
紙
の
主
筆
に
面
会
し
、

　
　
爾
後
同
紙
に
寄
稿
す
。

　
一
八
八
五
年
。
短
篇
集
「
村
の
罪
悪
」
出
版
を
拒
絶
せ
ら
る
。

　
　
同
年
、
ブ
ウ
ル
ジ
ュ
の
歩
兵
連
隊
へ
一
年
志
願
兵
と
し
て
入
隊
す
。

　
一
八
八
六
年
。
歩
兵
伍
長
と
し
て
除
隊
。
東
部
鉄
道
会
社
に
傭
は
る
。
月

　
　
給
百
二
十
五
法
。
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そ
の
後
、
倉
庫
会
社
に
転
じ
、
新
聞
綴
込
係
と
な
り
、
ま
た
リ
ヨ
ン
氏

　
　
の
秘
書
兼
家
庭
教
師
の
職
を
得
。

　
　
同
年
、
国
立
劇
場
女
優
ダ
ヴ
ィ
イ
ル
夫
人
に
よ
り
、
自
作
の
詩
「
薔
薇
」

　
　
朗
読
せ
ら
る
。

　
　
同
年
、
結
婚
す
。

　
一
八
八
八
年
。
「
村
の
罪
悪
」
出
版
せ
ら
る
。

　
一
八
八
九
年
。
長
男
出
生

　
　
メ
ル
キ
ュ
ウ
ル
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
誌
の
創
刊
に
当
り
、
同
人
に
加
は
る
。

　
　
　
　
そ
の
後
、
ア
ル
フ
ォ
ン
ス
・
ド
オ
デ
エ
の
家
に
出
入
し
、
ま
た
、
リ
ュ

　
　
シ
ャ
ン
・
ギ
イ
ト
リ
イ
、
エ
ド
モ
ン
・
ロ
ス
タ
ン
、
ト
リ
ス
タ
ン
・
ベ

　
　
ル
ナ
ア
ル
な
ど
と
交
を
結
ぶ
。
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一
八
九
四
年
。
「
に
ん
じ
ん
」
を
出
版
す
。

　
　
同
年
、
「
葡
萄
畑
の
葡
萄
作
り
」
を
出
版
す
。

　
一
八
九
五
年
。
郷
里
に
近
き
シ
ヨ
オ
モ
に
家
を
借
り
、
毎
年
四
月
又
は
五

　
　
月
よ
り
十
月
ま
で
を
過
す
。

　
一
八
九
六
年
。
「
博
物
誌
」
を
出
版
す
。

　
一
八
九
七
年
。
戯
曲
「
別
れ
も
愉
し
」
初
演
さ
る
。

　
　
同
年
、
父
自
殺
す
。

　
一
九
〇
〇
年
。
戯
曲
「
に
ん
じ
ん
」
ア
ン
ト
ワ
ア
ヌ
の
手
に
よ
り
上
演
さ

　
　
る
。
シ
ヨ
オ
モ
村
会
議
員
に
選
出
さ
る
。

　
一
九
〇
四
年
。
シ
イ
ト
リ
イ
村
長
に
選
挙
さ
る
。

　
一
九
〇
七
年
。
ユ
イ
ス
マ
ン
ス
の
後
を
享
け
、
ア
カ
デ
ミ
イ
・
ゴ
ン
ク
ウ
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ル
会
員
に
選
ば
る
。

　
一
九
〇
九
年
。
母
病
死
す
。

　
一
九
一
〇
年
。
動
脈
硬
化
症
に
罹
り
、
五
月
二
十
二
日
払
暁
、
巴
里
の
家

　
　
に
て
歿
す
。

　
一
九
二
五
　
二
七
年
。
全
集
出
版
さ
る
。
（
一
八
八
七
年
よ
り
死
に
至
る

　
　
ま
で
の
日
記
初
め
て
世
に
出
づ
）
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青
空
文
庫
作
成
フ
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イ
ル
：

こ
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
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ン
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ッ
ト
の
図
書
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空
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庫
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